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の作図

４節　空間図形
1.空間における直線と平面

・円に内接する四角形の性質を理解し，具体的な問題を解決できるようにする。

・円に接する直線と弦の角や長さの関係を理解することができる。

・２直線と円によってできる線分の長さの関係を理解し，線分の長さを求められるようにする。

・２つの円の位置関係を中心間の距離に着目して考察することができる。

学習のポイント 　予習や復習など家庭学習を充実させると，学習の効果は一層向上する。

3.円の接線
4.方べきの定理
5.２つの円

３節　作図
1.基本の作図
2.いろいろな作図
3.三角形の外心・内心・重心

2.円と四角形

2.多面体

３章　数学と人間の活動
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　確率の性質などに基づいて事象の起こ
りやすさを判断する力，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する
力を身に付けている。

　数学のよさを認識し数学を活用しよう
とする態度，粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする。また，問題
解決の過程を振り返り，考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

・定期考査
・小テスト

・授業への参加姿勢や態度
・予習や復習への取組

評 価 の 観 点

評
価
の
内
容

　基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解しているとともに，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする知識や技能が身に付
いている。

・定期考査
・課題への取組

学　習　の　指　導　内　容　単元名・小単元名

２章　図形の性質
１節　三角形の性質
1.三角形の角
2.三角形と線分の比
3.三角形の外心・内心・重心

２節　円の性質
1.円周角

2.いろいろな事象の確率

3.独立な試行とその確率
4.反復試行とその確率
5.条件つき確率
6.期待値

・独立な試行の意味を理解し，その確率が求められるようにする。

・反復試行の意味を理解し，その確率が求められるようにする。

・条件つき確率の意味を理解し，具体的な事象の確率を求められるようにする。

・期待値の意味を理解し，求められるようにして意思決定に活用できるようにする。

3.場合の数
4.順列

5.組合せ

２節　確率
1.事象と確率

１章　場合の数と確率
１節　場合の数
1.集合と要素
2.集合の要素の個数

＜　　　数学　　＞科　学習シラバス

 科　目 数学Ａ 学年・類型 １年生 単位数 ２単位 教科書 高校数学Ａ　(実教出版)

学習の到達目標
１　基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し，数学的に解釈したり，表現・処理したりする技能を身に付ける。

２　事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付ける。

３　数学のよさを認識し積極的に数学に活用しようとする態度，考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度を身に付ける。

学期 月

評価の
観　点

評
価
の
方
法

Ｃ　主体的に学習に取り組む姿勢Ｂ　思考・判断・表現Ａ　知識・技能

１節　数と人間
1.数の歴史
2.２進法とコンピュータ
3.整数の性質とユークリッド
の互除法

２節　図形と人間

2.相似と測定
1.図形と人間

3.座標の考え方

・部分集合や補集合，共通部分と和集合，ベン図を用いて理解できるようにする。

・集合の要素の記号を理解し，補集合や和集合の集合の要素の個数を求められるようにする。

・和の法則や積の法則を理解し，樹形図などを利用しながら求められるようにする。

・順列の意味を理解し，順列の総数を求められるようにする。

・円順列や重複順列の意味を理解し，具体的な例で総数を求められるようにする。

・組合せの意味を理解し，組合せの数を求められるようにする。

・いろいろな場合の数の計算に，組合せの考えを利用できるようにする。

・試行と事象の意味を理解し，確率の基本的な考え方を理解できるようにする。

・組合せを利用して，いろいろな事象の確率を求められるようにする。

・排反事象の確率を求められるようにする。

・余事象を利用して確率を求められるようにする。

・定規とコンパスを用いて，垂直二等分線や垂線などを作図できるようにする。

・定規とコンパスを用いて，平行線や等分点を作図できるようにする。

・外心・内心・重心の作図の方法を理解して，定規とコンパスを用いて作図できるようにする。

・三角形の内角や外角について理解できるようにする。

・中点連結定理，角の二等分線と線分の比について理解し，線分の比を求められるようにする。

・三角形の外心・内心・重心を理解し，その性質を用いて線分の長さなどを求められるようにする。

・円周角の定理について理解し，角の大きさを求められるようにする。

・平面の決定，２直線の位置関係，直線と平面の位置関係を理解できるようにする。

・多面体の性質を理解し，その性質を考察できるようにする。

・数の歴史に関心を持ち，古代の記数法について考察できるようにする。

・２進法と10進法の仕組みについて理解し，２進法で表現できるようにする。

・約数や倍数，公約数について理解し，求められるようにする。

・ユークリッドの互除法の仕組みを理解し，それを活用できるようにする。

・古代の測量について理解し，面積を求められるようにする。

・相似を利用した測定について理解し，相似を利用して線分の長さを求められるようにする。

・座標の考え方を理解し，平面や空間に点を図示できるようにする。


